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平成２７年１２月１５日（火曜日）    

 

◎議事日程 

日程第 １    会議録署名議員の指名 

日程第 ２    会期の決定 

日程第 ３  委員会報告第５号  議会運営委員会所掌事務調査結果報告 

日程第 ４  委員会報告第６号  総務文教常任委員会所管事務調査結果報告 

日程第 ５  委員会報告第７号  産業厚生常任委員会所管事務調査結果報告 

日程第 ６  議 案 第 ５ ５ 号  平成２７年度豊頃町一般会計補正予算（第４号） 

日程第 ７  議 案 第 ５ ６ 号  平成２７年度豊頃町国民健康保険特別会計補正予

算（第１号） 

日程第 ８  議 案 第 ５ ７ 号  平成２７年度豊頃町介護保険特別会計補正予算

（第２号） 

日程第 ９  議 案 第 ５ ８ 号  平成２７年度豊頃町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第２号） 

日程第１０  議 案 第 ５ ９ 号  平成２７年度豊頃町医療施設特別会計補正予算

（第３号） 

日程第１１  議 案 第 ６ ０ 号  平成２７年度豊頃町簡易水道特別会計補正予算

（第２号） 

日程第１２  議 案 第 ６ １ 号  行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用

に関する条例の制定 

日程第１３  議 案 第 ６ ２ 号  豊頃町税条例の一部改正 

日程第１４  議 案 第 ６ ３ 号  豊頃町国民健康保険税条例の一部改正 

日程第１５  議 案 第 ６ ４ 号  豊頃町介護保険条例の一部改正 

日程第１６  議 案 第 ６ ５ 号  豊頃町地域優良賃貸住宅の設置及び管理条例の制

定 

日程第１７  議 案 第 ６ ６ 号  豊頃町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更 

日程第１８  議 案 第 ６ ７ 号  東十勝消防事務組合の解散に伴う財産処分 

日程第１９    請願の委員会付託 

日程第２０    休会の議決 

 



－ 2 － 

◎出席議員（９名） 

   １番 中 村 純 也 君     ２番 小笠原 茂 人 君 

   ３番 坂 口 尚 示 君     ４番 相 澤 昌 幸 君 

   ５番 岩 井   明 君     ６番 菅 谷   誠 君 

   ７番 大 崎 英 樹 君     ８番 大 谷 友 則 君 

   ９番 藤 田 博 規 君 

 

◎欠席議員（０名） 

 

◎地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名 

 町 長  宮 口  孝 君 

 副 町 長  石 田  貢 君 

 教 育 長  菅 原 裕 一 君 

 農 業 委 員 会 長  竹 下 昌 徳 君 

 代 表 監 査 委 員  山 口 浩 司 君 

 総 務 課 長  和 田 宏 樹 君 

 企 画 課 長  柄 﨑 明 久 君 

 住 民 課 長  矢 野 利 治 君 

 福 祉 課 長  岩 城 光 洋 君 

 産 業 課 長  山 本 芳 博 君 

 施 設 課 長  渡 部 邦 生 君 

 会 計 管 理 者  佐 藤 孝 夫 君 

 農業委員会事務局長  高 倉  明 君 

 教育委員会教育課長  富 田 秀 樹 君 

 子 育 て 支 援 所 長  瀬 尾 光 男 君 

 消 防 署 長  佐 藤 則 仁 君 

 

◎職務のために議場に出席した者の職氏名 

 事 務 局 長  髙 井 伸 夫 君 

 事 務 局 次 長  中 川 直 幸 君 

 

 

 

 



－ 3 － 

 午前１０時００分 開会 

       ◎ 開会宣告 

●藤田議長 ただいまから、平成２７年第４回豊頃町議会定例会を開会します。 

 

       ◎ 開議宣告 

●藤田議長 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

       ◎ 諸般の報告 

●藤田議長 議事に入る前に、諸般の報告を行います。 

 事務局長に諸般の報告をさせます。 

 髙井事務局長。 

●髙井事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

 議会事務局報告及び議員派遣の結果報告につきましては、お手元に配付のとおりで

あります。 

 次に監査委員より、平成２７年１０月２６日から同年１１月９日まで実施されまし

た平成２７年度定期監査報告書及び平成２７年８月から平成２７年１０月までの例月

現金出納検査報告書の提出がありました。なお、報告書は、お手元に配付のとおりで

あります。 

 以上です。 

●藤田議長 これで、諸般の報告を終わります。 

 

       ◎ 行政報告 

●藤田議長 町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

 宮口町長。 

●宮口町長 平成２７年第４回豊頃町議会定例会行政報告を申し上げます。 

 初めに、農林水産業の概要についてであります。 

 農業では、第３回議会定例会でも報告したとおり、小麦が製品調整後、過去最高と

なる１１俵に迫る製品反収となり、寒冷地作物である甜菜では、収量・糖度とも前年

を上回り大変良好な収穫が見込まれています。 

 また、馬鈴薯は、一部品種で干ばつの影響を受け収量の減少が見られたものの、加

工・澱粉用とも、前年を上回る良好な収穫となりました。 

 豆類は、全般に前年を上回る収量となりましたが、一部に品質低下が見られ、大豆

を除き価格低下の状況にあります。 
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 野菜類は、収量・品質とも平年並みであり、大根については高値傾向で取引されま

した。 

 畜産関係では、生乳生産において、前年実績を上回り管内平均伸び率と同様に堅調

に推移しています。また、肉用牛についても黒毛和種の去勢・雌牛とも素牛価格の高

止まり傾向が継続しています。 

 本年は、大きな災害もなく農畜産物全般において豊穣の出来秋を迎えることができ

ました。今後においても、基盤整備事業を積極的に取り組み、農業経営の維持・向上

を図ってまいります。 

 次に、林業では、民有林の皆伐は前年並みの状況で推移していますが、町産業振興

補助制度による植林奨励と苗木の供給量の回復により、伐採跡地の植林は前年比６０

パーセント程度増加しています。 

 今後も、引き続き環境保全のため、伐採跡地の植林や未立木地の解消に努めてまい

ります。 

 次に、水産業については、全道の秋サケの来遊が前年比１４パーセント増と回復基

調であったものの、本町を含むエリモ以東（西部地区）の来遊が前年とほぼ同程度と

予測される中、８月３１日から定置網漁業が始まりました。しかし、最盛期である９

月、１０月における台風により、漁網等資材に５億円を超える甚大な被害が発生する

とともに漁獲が低迷し、数量で前年比２７パーセントの減、金額で前年比２２パーセ

ントの減で終漁したところであります。 

 一方、十勝川等の親魚遡上河川では、記録的な遡上が見られており、今後のふ化事

業による資源水準の回復に期待を寄せるところであり、台風被害に対する支援策につ

いて、浦幌町と連携しながら漁協と協力して対応してまいります。 

 漁港整備事業では、懸案となっていた上架施設の整備・船揚場の嵩上げ工事が進め

られており、漁港の防災・減災対策施設としてのこれら施設が早期に供用開始できる

よう、関係機関と連携し推進してまいります。 

 次に、環太平洋連携協定（ＴＰＰ）の大筋合意を受け政府では、先月下旬に農業対

策を含む「総合的なＴＰＰ関連政策大綱」を策定しましたが、特に「農政新世代」を

掲げる農業政策について、政府の責任において不安を払拭し、持続可能な農業の実現

を目指し、各種制度の拡充や創設を関係機関と協調して要望してまいります。 

 ２として、地方版総合戦略の策定についてであります。 

 本年８月に「豊頃町まち・ひと・しごと創生会議」を設置し、豊頃町の地方版総合

戦略にあたる豊頃町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン及び総合戦略を年内に策定

する予定で作業を進めてまいりました。 

 これまでの取り組み状況は、８月に第１回創生会議を開催し「策定方針」及び「本
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町の人口の現状等」について、１０月に第２回創生会議を開催し「人口ビジョン及び

総合戦略（素案）」をそれぞれ審議していただき、１１月には、町民の皆様からご意

見をいただくパブリックコメントを実施し、併せて議会議員、創生会議委員各位から

もご意見をいただいたところであります。 

 これらご意見を踏まえた総合戦略案を、１２月１４日に開催しました第３回創生会

議においてご審議、ご了承をいただきましたので、今月中に本町の総合戦略として公

表することとしております。 

 議会議員各位には、１１月及び１２月開催の全員協議会において、貴重なご意見を

いただき感謝申し上げます。 

 皆様からいただいたご意見の中には、具体的な施策として実施するには、さらに検

討を必要とするものもあるため、総合戦略未記載としましたが、人口減少対策として

重要な事項でもあることから、今後も継続的に協議、検討を行い、具体化したものか

ら総合戦略に盛り込んでまいります。 

 公表する総合戦略は、本町の基本計画である「まちづくり総合計画」の人口減少対

策に特化した実行計画という位置付けでありますが、常に時代の要請に沿った戦略で

あり、本町にマッチした戦略とならなければなりません。今後は、それらを見定め、

より効果的な施策を町民の皆様とともに考え、適宜、総合戦略に登載していくことと

しておりますので、引き続き、多くのご意見をいただきたいと考えております。 

 次に、ドクターヘリの運航圏拡大についてであります。 

 ドクターヘリにつきましては、北海道内では既に、道央拠点は札幌、道北は旭川、

道東は釧路、道南は函館の計４機が運航しておりますが、十勝管内が唯一の空白地域

となっておりました。 

 このことから、十勝圏域への運航圏域拡大について、昨年２月以降１年以上にわた

り、管内関係機関及び十勝町村会で検討した結果、本年５月に道東、６月に道北のそ

れぞれのドクターヘリ運航調整委員会に対し、管内１９市町村長連名により運航圏域

拡大の要請を行ったところであります。 

 これらを受け、両委員会より「十勝全域を道東ドクターヘリの運航圏域としたうえ

で、十勝北西部５町（上士幌、鹿追、新得、清水、芽室）は、道東と道北の連携地域

として、道北ドクターヘリに出動を要請する地域」として、承認が得られたところで

す。 

 一方、新たな運航圏域となる十勝管内市町村には、加入時に負担となる「加入時負

担金」の支出義務が生じます。当初示された負担金が北海道の認識不足と調整不備に

より、これまでの間確定しておりませんでしたが、１１月１８日開催の十勝町村会臨

時会において協議され、合意されましたのでこの度の補正予算にて措置したところで
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あります。 

 ドクターヘリの運航圏域拡大は、本年１１月２０日から始まっており、救急医療用

の医療機器等を装備した救急専用ヘリコプターで、救急医療の専門医と看護師を投入

し、初期治療開始時間を早め、現場から医療機関に搬送するまでの間、救命医療を行

いながら医療機関へ搬送時間の短縮を図ることができることや、急病や事故などの際

にも当該ドクターヘリが利用されるなど効果的な活用が期待されるところでありま

す。 

 以上、行政報告を申し上げます。 

●藤田議長 これで、行政報告は終わりました。 

 

       ◎ 会議録署名議員の指名 

●藤田議長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、５番岩井明議員及び６番

菅谷誠議員を指名します。 

 

       ◎ 会期の決定 

●藤田議長 日程第２ 会期の決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から１２月２１日までの７日間にしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会の会期は、本日から１２月２１日までの７日間に決定しまし

た。 

 

       ◎ 委員会報告第５号 

●藤田議長 日程第３ 委員会報告第５号議会運営委員会所掌事務調査結果報告の件

を議題とします。 

 本件について、委員長の報告を求めます。 

 大崎議会運営委員長。 

●大崎議会運営委員長 委員会報告第５号、議会運営委員会所掌事務調査結果報告

書。 

 本委員会の所掌事務について、調査の結果を次のとおり、会議規則第７７条の規定

により報告します。 
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 記。 

 １、調査事件。 

 (１)平成２７年第４回豊頃町議会定例会の議会運営に関する事項。 

 ２、調査期日。 

 平成２７年１２月１０日。 

 ３、調査の経過。 

 (１)平成２７年第４回豊頃町議会定例会の議会運営に関する事項。 

 平成２７年１２月８日招集告示のあった平成２７年第４回豊頃町議会定例会の議会

運営に関する事項について、１２月１０日に委員会を開催し、会期及び会期日程等に

ついての協議を行った。 

 ４、調査の結果。 

 (１)平成２７年第４回豊頃町議会定例会の議会運営に関する事項。 

 ア、会期及び会期日程等については、１２月２１日を会期最終日とすることとして

日程を調整した。 

 イ、請願書の取り扱いについては、平成２７年第３回定例会閉会後に受理したもの

は１件であり、本町議会の議会運営基準に基づき、所管の産業厚生常任委員会に付託

すべきとした。 

 ウ、陳情書の取り扱いについては、平成２７年第３回定例会閉会後に受理したもの

は６件であり、本町議会の議会運営基準に基づき協議し、議員配付にとどめるべきも

のとした。 

 エ、選挙第７号及び第８号豊頃町選挙管理委員及び補充員の選挙の方法について

は、議長の指名推薦で行うこととした。 

 オ、所管事務調査等のため、議員全員協議会及び各常任委員会を定例会初日の１２

月１５日に開催するよう日程を調整した。 

 以上でございます。 

●藤田議長 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 したがって、委員会報告第５号は報告済みとします。 

 

       ◎ 委員会報告第６号 

●藤田議長 日程第４ 委員会報告第６号総務文教常任委員会所管事務調査結果報告

の件を議題とします。 
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 本件について委員長の報告を求めます。 

 中村総務文教常任委員長。 

●中村総務文教常任委員長 委員会報告第６号総務文教常任委員会所管事務調査結果

報告書。 

 本委員会の所管事務について、調査の結果を次のとおり、会議規則第７７条の規定

により報告します。 

 記。 

 １、調査事項。 

 (１)町内小中学校における教育環境の整備状況（施設及び教材等）について。 

 ２、調査の方法。 

 資料による検討及び現地調査。 

 ３、調査期日。 

 平成２７年１１月１７日。 

 ４、調査の経過と結果。 

 町内小中学校における教育環境の充実の観点から施設及び教育教材等の整備状況に

ついて調査を実施した。 

 (１)大津小学校は、普通学級２（複式）、特別支援学級２（知的、言語）の児童数

７人、教職員８人である。校舎は、昭和５３年１２月に完成し、建築後３７年が経過

している。最近５年間における主な整備状況は、「体育館屋根塗装改修」「校舎外壁

塗装改修」「校舎窓ガラス更新」などの改修を２,５４９万６,０００円で実施したほ

か、小破修繕や補修が毎年行われている。 

 (２)豊頃小学校は、普通学級６、特別支援学級４（情緒、知的、言語、病弱）の児

童数１３６人、教職員１８人である。校舎は、平成３年３月に完成し、建築後２４年

８カ月が経過している。最近５年間における主な整備状況は、「体育館屋根改修」

「校舎屋根塗装改修」「暖房改修」「校舎屋上防水改修」「体育館外壁塗装」「駐車

場舗装改修」「校舎内ＬＥＤ化」「廊下フロア改修」などの改修を９,０８４万１,０

００円で実施したほか、小破修繕や補修が毎年行われている。 

 (３)豊頃中学校は、普通学級３、特別支援学級３（情緒、知的、言語）の生徒数７

７人、教職員１７人である。校舎は、昭和４９年１２月に完成し、建築後４１年が経

過している。最近５年間における主な整備状況は、「駐車場整備」「校舎周辺環境整

備」「受電設備改修」「校舎前側溝補修」などの改修を７１８万１,０００円で実施

したほか、小破修繕や補修が毎年行われている。 

 管理及び教材備品の整備では、３校ともに指導書をはじめ年次ごとに必要な教務教

材が購入されている。 
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 ５、まとめ。 

 本調査では、大津小学校、豊頃小学校、豊頃中学校それぞれに特色ある学校経営が

展開され、児童・生徒の教育活動が教職員をはじめ、地域との連携により進められて

おり、今後これら教育活動の継続によりさらなる教育の充実が期待できる。 

 学校施設では、建築後４０年以上経過する豊頃中学校の建替えについて、中長期の

児童・生徒数の動向を見据えながら、総合的な検討を早期に進めていく必要があると

の意見が出された。また、大津小学校では、プール、体育館をはじめ学校施設の改修

・修繕や周辺環境の整備など、教育活動に支障が出ないよう適宜実施すべきとの意見

が出された。 

 また、ＩＣＴを活用した教育環境の充実では、タブレットによる授業が実践され、

機器取り扱いの習熟度やデータ収集及び活用能力を高めるための授業に主眼を置き行

われているが、今後は指導方法の研究、指導技術の習得により学習効果が高まること

を期待したい。さらに、大津小学校と豊頃小学校間の遠隔授業による交流・連携を図

り、教育効果を高めるための活用にも期待したい。 

 児童・生徒を取り巻く教育環境は、社会の急激な変化と同様に変化している。この

ため、さらなる充実には学校施設の整備はもとより、教職員の研修機会の充実、地域

支援体制の整備など総合的な取り組みを継続することが重要であるなどの意見が出さ

れた。 

 以上。 

●藤田議長 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 したがって、委員会報告第６号は報告済みとします。 

 

       ◎ 委員会報告第７号 

●藤田議長 日程第５ 委員会報告第７号産業厚生常任委員会所管事務調査結果報告

の件を議題とします。 

 本件について委員長の報告を求めます。 

 相澤産業厚生常任委員長。 

●相澤産業厚生常任委員長 委員会報告第７号産業厚生常任委員会所管事務調査結果

報告書。 

 本委員会の所管事務について、調査の結果を次のとおり、会議規則第７７条の規定

により報告します。 
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 記。 

 １、調査事項。 

 (１)管内高齢者介護施設について。 

 ２、調査の方法。 

 資料による検討と説明聴取及び現地調査。 

 ３、調査期日。 

 平成２７年１１月２０日。 

 ４、調査の経過と結果。 

 管内高齢者介護施設について調査を実施した。 

 (１)足寄町高齢者等複合施設「むすびれっじ」。 

  足寄町高齢者等複合施設「むすびれっじ」は、小規模多機能型居宅介護施設と地

域交流施設の機能を一体的に整備した「地域支え合いセンター」が平成２６年４月１

日に、認知症高齢者グループホーム、生活支援長屋が平成２７年４月１日にそれぞれ

供用を開始し、これら４施設の機能がまとまった空間と時間の拠点として整備されて

いる。 

 小規模多機能型居宅介護施設では、介護が必要となった高齢者が、住みなれた家・

地域での生活を継続できるように「通い」を中心に「泊まり」「訪問」の３サービス

を組み合わせた在宅介護サービスを提供している。定員は２９名（通い１８名／日、

泊り９名／日）、宿泊居室９室（和室２室、洋室７室）のほか、ダイニング、厨房な

どを有し、営業日は年中無休となっている。また、利用料金は、介護保険月額料金１

割負担の要支援１で４,４９８円、要介護５で２万８,３０５円と介護度に応じ負担額

が設定され、宿泊料金は１泊１,６００円で、これに食事代（１食当たり朝食代３０

０円、昼食代６００円、夕食代４８０円）を加えた額が月額の利用料金となってい

る。 

 地域交流施設では、地域の高齢者の誰もが利用できる施設として、お茶のみ、編み

物、将棋をはじめ、施設内の洗濯や掃除、雑巾縫いなどのボランティア活動への参

加、健康づくりのための運動、入浴、食事及び調理などの可能な施設で、多目的ホー

ル、浴室（一般・介護）、介護トイレを有し、季節に合わせた行事やイベントも開催

される。開催日は週二日の２コース（月・木コース、火・金コース）利用料は１日６

００円（施設利用料、昼食代、入浴料を含む）で設定されている。 

 認知症高齢者グループホームでは、認知介護が必要な高齢者等が、住みなれた地域

での生活を継続できるように、少人数による共同生活を通じて、安心できる介護サー

ビスが提供され、ホール、居室９室（洋室）、洗面所、多目的トイレを有している。

特に、人間の尊厳を大切に、その人の能力に応じて自立した日常生活を営むことがで
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きるよう援助することを目的に、要支援２から要介護５の認定を受けた町内居住者

で、常時の医療行為の必要がなく、自傷や他害の恐れがない、共同生活に支障がない

方を対象としている。利用料金は、月額３万７，０００円で食事代（朝食３００円、

昼食６００円、夕食４８０円）、その他光熱水費などとなっている。 

 生活支援長屋は、住み慣れた自宅での生活を継続できるよう、支援が必要な時に一

時的に滞在できる宿泊居室９室（ミニキッチン、トイレ設置）を有する施設である。

提供されるサービスは、日常的な見守り、朝夕の食事、日々のコミュニケーション、

心配事相談等で、特に退院後に体力的に自宅で暮らすことが心配で、自宅からリハビ

リ等で通院するのが大変な高齢者をサポートし、長屋での生活を通して自宅に戻る準

備をするための施設である。朝夕の食事込みの宿泊料金は、夏期間で１泊１,４３０

円（１箇月４２,０００円）から最高３,０３０円（１箇月９０,９００円）までの３

段階で設定（冬期間２００円増）されている。 

 (２)ＪＡ木野住宅型優良老人ホーム「すずらん」。 

 農協組合員からの高齢者福祉事業への取り組みに対する要請を受け、平成１９年に

有料老人ホームをオープンした。施設は鉄筋コンクリート造、８階建で、８１室１０

８人収容可となっている。１階に２４時間対応のフロント、食堂、大浴場、娯楽室等

が配置され、２階以上は居住スペースとなっている。食堂で食事のサービスを受ける

ことができるが、居住スペースには炊事施設があり、自炊も可能となっている。各階

は色調を変え、エレベーターを降りたときに自分の居住階がわかりやすいように工夫

がされている。また、同施設には、小児科内科医院、通所介護施設も併設されてい

る。利用料は、４タイプの居住スペースにより、月額４万２,０００円から７万３,０

００円で、敷金は６箇月分、食事サービスは１箇月３０日の場合、月額約４万３,０

００円。電気・水道・電話・ＮＨＫ受信料は入居者負担となる。入居対象は６０歳以

上の日常生活自立者となっている。 

 (３)介護付有料老人ホーム「シルバーシティ十勝おびひろ」。 

 (株)太平洋シルバーサービス北海道が平成２３年にオープンした施設で、鉄筋コン

クリート造、３階建てで、５４室６０人収容可となっている。６０歳以上なら、自立

者から認知症・寝たきり者まで入居可能で、「終の住処（ついのすみか）」との位置

づけもできる。施設への出入りはフロントのスタッフが手動スイッチでドアの開閉を

行い、認知症入居者の徘徊等を未然に防止する配慮がされている。また、看護師が常

勤し、スタッフが入居者２人に対して１人の配置となっており、日常の洗濯、居室清

掃、シーツ取りかえ、入浴・排泄介助などの手厚いサービス、介護が受けられる。ま

た、サークル活動、日帰りバス旅行など季節の行事なども多彩に計画され、入居者が

快適に生活できるよう配慮されている。利用料は、１年間で入居一時金が９６万円の
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他に、管理料及び食費等が、月額約２０万５,０００円、平均すると月額約２８万５,

０００円となり、かなりの高額負担となっている。 

 ５、まとめ。 

 本調査では管内３箇所の介護福祉施設の視察調査を実施したが、足寄町高齢者等複

合施設は本町が進める福祉ゾーン計画を進める上で参考となる施設であった。４施設

が併設するこの施設では、退院後直ぐに自宅で生活することが困難な方や医療機関と

連携した終末期医療が必要な方への対応など、自宅と同じように過ごせるような施設

を目指し、介護職員の研修にも力を入れているとのことであった。 

 来年４月から利用が開始される福祉活動拠点施設や高齢者住宅、特別養護老人ホー

ムの福祉ゾーンへの移設計画など、これまでの町の福祉施設については、一定の評価

ができる。また、本町での施設整備については高齢者・障害者等の共生型施設として

の機能を持たせた整備を進めることが必要との意見が出された。 

 今後は、介護職員や施設職員の研修を計画的に進めるための体制づくりを進めるこ

ととあわせて、人員・人材の確保が課題であるとの意見が出された。 

 以上。 

●藤田議長 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 したがって、委員会報告第７号は報告済みとします。 

 

       ◎ 議案第５５号 

●藤田議長 日程第６ 議案第５５号平成２７年度豊頃町一般会計補正予算（第４

号）についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 和田総務課長。 

●和田総務課長 議案第５５号平成２７年度豊頃町一般会計補正予算（第４号）につ

いて説明いたします。 

 各会計補正予算書、１ページをご覧ください。 

 第１条の歳入歳出予算の補正は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞ

れ２,５０４万６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４６億

１,７４７万４,０００円と定めるものであります。 

 補正の主な内容につきまして、歳入歳出事項別明細書により歳出から説明いたしま

す。１４ページをお開き願います。 
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 １款議会費、１項議会費において、職員人件費精査により３８万１,０００円を追

加。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費において、職員人件費精査及び庁舎

修繕料など１,２４６万３,０００円を減額。 

 １６ページ、３目財産管理費において、ふるさと振興基金ほか基金積立金など併せ

て２９８万４,０００円を追加。５目地方振興費において、普通旅費５０万円を追

加。７目企画費において、定住促進等住宅取得補助金などまちづくり推進費に１５２

万３,０００円を追加するなど、合わせて２６７万９,０００円を追加。 

 １８ページ、９目電算情報管理費において庁内ＬＡＮシステム端末機購入に６３９

万円を追加するなど、１項総務管理費に９万円を追加。 

 ５項統計調査費において７万１,０００円を減額。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費において職員人件費精査及び福

祉センター管理費など合わせて１５５万６,０００円を追加。 

 ２０ページ。 

 ２目長寿社会振興費に９万円を追加。３目老人福祉費において、老人施設入所措置

費に１２２万３,０００円を追加し、在宅福祉サービス事業及び介護保険事業の事業

費精査による減額など、合わせて２６７万４,０００円を減額。４目障害者福祉費に

おいて、障害者自立支援費に１,５１３万円を追加するなど、合わせて１,４６０万

７,０００円を追加。７目福祉バス等管理費において１４９万円を追加。 

 ２２ページ。 

 ８目後期高齢者医療費において１３万円を減額するなど、１項社会福祉費に１,４

９３万９,０００円を追加。 

 ２項児童福祉費、１目保育所費において人件費精査により５７０万３,０００円を

追加。２目子育て支援費において、同じく人件費精査により６,０００円追加。 

 ２４ページ。３目学童保育所費において人件費精査により１３万５,０００円を減

額。４目児童措置費において、児童手当支給費１９９万５,０００円を減額するな

ど。２項児童福祉費に３５７万９,０００円を追加。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費において、人件費精査により３

４６万８,０００円を減額。３目保健指導費において、道東・道北ドクターへリー加

入時負担金など、合わせて３３０万円を追加。 

 ２６ページ。 

 ４目乳幼児等医療費に６万６,０００円を追加するなど、１項保健衛生費から１０

万２,０００円を減額。２目簡易水道費において、簡易水道特別会計繰出金１,２２５

万３,０００円を減額。 
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 ５款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会において、人件費精査など合わせ

て３万３,０００円を追加。 

 ２８ページ。２目農業総務費に緊急農地基盤整備事業補助金５７７万５,０００円

を。農地中間管理機構集積協力金交付事業補助金２,２８０万円を、それぞれ減額

し、職員人件費精査など合わせて２,６４１万２,０００円を減額。３目土地改良総務

費において２６万２,０００円を減額、４目道営事業費において、道営担い手支援型

畑地帯総合整備事業負担金５,０９６万円を減額。５目中山間地域対策費において中

山間地域等直接支払事業交付金３８万２,０００円を追加するなど、合わせて１項農

業費７,７２１万９,０００円を減額。 

 ３０ページ。 

 ２項畜産業費、２目公社営事業費において、畜産担い手育成総合整備事業豊頃地区

負担金９２６万円を減額。 

 ３項林業費、１目林業総務費において、有害鳥獣処理委託料及び有害鳥獣駆除補助

金など、合わせて７０万５,０００円を追加。 

 ４項水産業費、１目水産業総務費において、秋サケ流通対策事業補助金７８０万円

を、上架施設関連工事補助金２９４万４,０００円をそれぞれ追加するなど、合わせ

て９５０万４,０００円を追加。 

 ３２ページ。 

 ６款商工費、１項商工費において、１目商工総務費にプレミアム付特別商品券発行

事業補助金に２６５万７,０００円を追加、中小企業融資運用資金１,０００万円を追

加するなど、合わせて１,２０８万４,０００円を追加。 

 ３４ページ。 

 ７款土木費、１項土木管理費において、職員人件費精査により９７７万８,０００

円を追加。２項道路橋梁費において、２目除雪費に７２万１,０００円を追加。３目

道路新設改良費に人件費精査により７６万円を追加するなど、合わせて２項道路橋梁

費に１４８万１,０００円を追加。 

 ３６ページ。 

 ３項住宅費、１目住宅管理費において、人件費精査及び町営住宅修繕料など合わせ

て１６４万円を追加。２目住宅建設費において、６万５,０００円を追加するなど、

３項住宅費に１７０万５,０００円を追加。 

 ５項施設費に５０万円を追加。 

 ８款消防費、１項消防費に、東十勝消防事務組合負担金６５９万１,０００円を追

加。 

 ３８ページ。 
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 ２項災害対策費に、人件費精査により１万１,０００円を追加。 

 ９款教育費、１項教育総務費において、人件費精査等により１,２８３万８,０００

円を追加。 

 ２項小学校費において１４万８,０００円を追加。 

 ４０ページ。 

 ３項中学校費において８１万９,０００円を追加。 

 ４項社会教育費において、姉妹都市少年親善使節団派遣事業補助金４８万８,００

０円を減額するなど、合わせて４項社会教育費から７１万３,０００円を減額。 

 ４２ページ。 

 ５項保健体育費において５８万１,０００円を減額。 

 以上が歳出にかかる補正の主な内容でありますが、これら歳出に伴う歳入につきま

しては、８ページをお開き願います。 

 ９款地方交付税、１項地方交付税において普通交付税に１億１,２４４万８,０００

円を追加。 

 １１款分担金及び負担金、１項分担金において、道営事業負担事業４,４６０万円

を減額するなど、合わせて４,９４６万円を減額。 

 ２項負担金に５万５,０００円を追加。 

 １２款使用量及び手数料、２項手数料から２８万２,０００円を減額。 

 １３款国庫支出金、１項国庫負担金において障害者自立支援給付費８７５万９,０

００円を追加するなど、合わせて５４８万円を追加。 

 １０ページ。 

 ２項国庫補助金に子ども子育て支援事業３０７万９,０００円を追加するなど、１

２万９,００円を追加。 

 １４款道支出金、１項道負担金において、障害者自立支援給付費４３７万９,００

０円を追加するなど合わせて３５９万６,０００円を追加。２項道補助金において、

２目民生費補助金に１８万４,０００円を追加。４目農林水産業費補助金において、

農地中間管理機構集積協力金交付事業補助金２,２８０万円を減額し、地域づくり総

合交付金事業秋サケ流通対策事業７８０万円を追加するなど、合わせて１,３８４万

７,０００円を減額。６目商工費補助金において、地域住民生活等緊急支援交付金地

域消費喚起生活支援型２６１万５,０００円を追加するなど、合わせて２項道補助金

から１,１０４万８,０００円を減額。３項委託金５７万８,０００円を減額。 

 １２ページ。 

 １６款寄附金、１項寄附金において、指定寄附金にふるさと振興など合わせて３１

５万円を追加。 
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 １７款繰入金、１項繰入金において、財政調整基金繰入金１億円を減額するなど、

合わせて１億４９万円を減額。 

 １９款諸収入、３項貸付金元利収入において、中小企業融資運用資金１,０００万

円を追加。５項雑入において１９５万４,０００円を追加。 

 以上が、歳入にかかる主な補正の内容であります。 

 次に、第２条、債務負担行為について説明いたします。 

 ４ページ。 

 第２表、債務負担行為をご覧願います。 

 一般廃棄物収集運搬業務委託料について。期間を平成２８年度から平成３０年度ま

での３年間とし、限度額を９,９８７万３,０００円と定めるものであります。 

 以上でありますので、よろしくご審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 １１時５分まで休憩をいたします。 

午前１０時５３分 休憩 

午前１１時０５分 再開 

●藤田議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 これから質疑を行います。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 

 ８ページをお開きください。 

 ９款地方交付税。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 １１款分担金及び負担金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 １２款使用料及び手数料。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 １３款国庫支出金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 １４款道支出金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 １２ページ。 

 １６款寄附金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 １７款繰入金。 

（ 質 疑 な し ） 
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●藤田議長 １９款諸収入。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 歳入全般について質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 次に、歳出については、項ごとに質疑を受けます。 

 １４ページをお開きください。 

 １款議会費、１項議会費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ２款総務費、１項総務管理費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 １８ページ。５項統計調査費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ３款民生費、１項社会福祉費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ２２ページ。２項児童福祉費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ４款衛生費、１項保健衛生費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ２項簡易水道費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ５款農林水産業費、１項農業費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ３０ページ。２項畜産業費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ３項林業費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ４項水産業費。 

 ８番大谷議員。 

●８番大谷議員 今回の定例会で町長も行政報告の中で、台風による被害について述

べられておりますが、この補正予算の中では、その対策費というものが盛られていな

いように私は思っておりますが、今後、この被害に対する対策についてはどのように

考えているのか、お答え願います。 

●藤田議長 山本産業課長。 
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●山本産業課長 先ほど行政報告で申し上げたとおり、５億円を超えるような被害が

出ておりますが、現在、大津漁業協同組合のほうで融資等の詳細を詰めている状況で

ありまして、その状況を確認した上で、明年３月定例会等に補正予算等のご審議をい

ただくような運びになろうかというふうに考えております。 

 以上です。 

●藤田議長 ８番大谷議員。 

●８番大谷議員 町の重要な基幹産業の一つでありますから、早急な対策が求められ

るというふうに思っております。そういった意味では、早急にまとめて対策を打ち出

していただきたいというふうに考えております。 

●藤田議長 宮口町長。 

●宮口町長 ただいま担当課長から説明したとおりでございますけれども、今、議員

がおっしゃるとおり大変厳しい状況下にありますし、大被害を受けたわけでありま

す。今後とも隣の町であります浦幌町と十分協議しながら、財政の許す限り支援をし

ていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

●藤田議長 次に進みます。 

 ３２ページ。６款商工費、１項商工費。 

 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 商工費の中の１９節をご覧になっていただきますと、プレミアム商

品券については２６０なにがし補正されています。これはいつの時点のプレミアム商

品券なのか、それと今後については、これらについての考え方も含めてご答弁をいた

だきたいと思います。 

●藤田議長 柄﨑企画課長。 

●柄﨑企画課長 本商品券の発行事業の補助金でございますけれども、これに関して

は、今、１２月で第５弾まで商品券を発行しているわけですけれども、今後第６弾に

ついても９月に補正させていただいておりまして、１月以降に発行をしたいというふ

うに考えておりまして、全体では当初１万セットだったのですけれども、補正をしま

して１万４,０００セットまで商品券を発行したいと考えております。そのうち２,０

００セットについては、道からの追加配分、９月に１,０００セットを補正しており

まして、このたび１,０００セットを追加で再度配分されましたので、１,０００セッ

ト予算化したものでございます。 

●藤田議長 次に進みます。３４ページ。 

 ７款土木費、１項土木管理費。 

（ 質 疑 な し ） 
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●藤田議長 ２項道路橋梁費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ３項住宅費。 

 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 町営住宅整備費２７０万円、これについては修繕料というふうに示

されておりますが、これはどこの部分で、どういう箇所をこの時期に２７０万円必要

なのか、その説明をお願いします。 

●藤田議長 渡部施設課長。 

●渡部施設課長 修繕料ですが、当初６３０万円計上させていただいております。こ

の６３０万円については、通常の入退居に伴う修繕、そのほか水道の修繕だとかいろ

いろ通常の修繕に使っております。現在残額がほとんどない状態であります。今後入

退居、３月に転勤の時期がありますので、それに伴う入退居の修繕、一応９件の３０

万円ということで２７０万円計上させていただいております。 

 以上です。 

●藤田議長 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 非常に今後についての入居についての動向というものを推移して

の、そういう配慮だというふうに理解します。３月いっぱいということと、４月とい

うと大体勤め人の動向が動きます。そのことについての現状で入居希望者というの

は、本町に対してはいろいろ政策的なことも期待するものですから、どのぐらい入居

希望者の申請等が現状であるのかということを、お分かりだったらお示しいただきた

いと思います。 

●藤田議長 渡部施設課長。 

●渡部施設課長 現在入居希望の申請が出ていらっしゃる方はありません。現在公営

住宅については若干空きがある状態であります。 

●藤田議長 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 今はゼロだという希望者ですが、では空きということの今説明です

が、総体的に本町における空き室といいますか公営住宅の空き状況とは、それでは何

件ございますか。 

●藤田議長 渡部施設課長。 

●渡部施設課長 政策的に古い住宅については入居をさせていないところもあります

ので、そういうところを除きますと、中央区のドリームタウンで現在２戸、それから

茂岩のパートナータウンにつきましては単身向けが２戸、単身向けについては問い合

わせは若干来ておりますので、近いうちに決まるかと思いますが、中央区の世帯向け

については２戸、現在空いている状態にあります。 
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●藤田議長 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 非常に参考になりました。そういうようなことで、余裕があるとい

うことは事実のようですが、今、その中でちょっと気になったのは、現状でそれはま

だ建っているのですが、入居不可能というような、今発言されました。このものにつ

いては今後どういうふうにするのかということについての考え方、そして、それがど

のぐらいあるのかなというところもちょっと気になった発言がありましたので、その

辺を理解するために具体的な数字が今判明すれば、説明いただければありがたいで

す。 

●藤田議長 渡部施設課長。 

●渡部施設課長 大変申しわけありません。全部を把握しているわけではございませ

ん。私が認識しているものについては、十沸宝町に古い住宅があります。そこについ

ては修繕するにはかなりの費用がかかるということで、かなり老朽化もしております

ので、まだ若干入っている方がいらっしゃいますが、その方が退居され次第、取り壊

ししたいと考えております。それから、大津にも同じように１棟４戸で１人の方が入

居されてますが、そこもかなり古い住宅になっていまして、住宅の長寿命化計画の中

では取り壊しの予定をしております。そういう古い住宅については空き次第、取り壊

しという考え方でおります。 

●藤田議長 大崎議員に申し上げます。３回の質疑になっておりますけれども、重要

でありますか。 

●７番大崎議員 結構です。 

●藤田議長 ほかに質疑ありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ５項施設費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ８款消防費、１項消防費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ２項災害対策費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ９款教育費、１項教育総務費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ２項小学校費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ４０ページ。３項中学校費。 

（ 質 疑 な し ） 
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●藤田議長 ４項社会教育費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ５項保健体育費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 歳出全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 ページ数では、今回の２５ページ。これは先ほど項ごとに質問をさ

せていただきたかったのですが、ちょっと全体の関連もあると思いまして今回させて

いただきます。 

 この保健指導費の先ほど説明がありましたドクターヘリの件です。まず最初に、１

３１万２,０００円、これについての負担金あるいは交付金となっています。これに

ついてのこの全体の説明あったのですが、非常に安堵している政策だと思っています

が、本町においてはとりあえず、このドクターヘリというのが運航をした場合に、ど

の位置にヘリポートが設置されるのかというところが非常に心配でありました。その

件と、負担金の１３１万２,０００円というのは、これは一旦金なのか、それとも運

営の今後の継続的なものの割合というのは、どこから出てきたのかというところのと

りあえず２点お伺いしたいと思います。 

●藤田議長 岩城福祉課長。 

●岩城福祉課長 まず、ただいまご質問のありましたドクターヘリのヘリポートにつ

いてですが、本町では、災害対策用にヘリポートの着地点がございます。それらはド

クターヘリについても離発着可能地点ということで押さえてございます。そのほか

に、現在消防のほうで追加でドクターヘリのヘリポートについて申請をしてございま

す。 

 さらに、平成２４年に一度皆様もご記憶があるかと思うのですが、長節の国道３３

６で大樹からおこし、通過していた老夫婦が事故に遭われて、そこへドクターヘリが

来たのですが、そのときは３３６号線上に着陸してございます。事故等の場合につい

ては、一番近い上空が空いている場所であればどこにでも離発着ができるというの

が、今のところの見解です。 

 また、加入時の負担金についてですが、加入時の負担金については、今回道東と道

北ヘリの両方に加入負担金を払うわけですが、これは一時金、１回だけの負担と聞い

てございます。 

●藤田議長 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 十分な説明ではないのですね。ドクターヘリのヘリポートというの
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はどこでも降りられるということはわかりますよ。わかりますが、本町の町民がぐあ

い悪くなって救急車でそれを搬送した場合に、その救急車というのは、そうするとど

こかに拠点のないヘリポートでないと、これだけの面積の本町の中で、その発症した

ところに行けるんですか、ヘリポートがないところでも。そんな理屈にならないで

しょう。ヘリコプターはどこでも降りられるなんていう発想では大間違いだと思いま

すよ。そのことをもう少し練らなければいけないと、いわゆる議論しなければいけな

いでしょう、と私は思います。認識では、十勝川の左岸にあります、開発局の。これ

はもう、今年も練習やっていますよ。ですから、あそこかなと私はとらえているので

す。町民が発症した場合にはあそこへ行くのか、それとも前は、民間の飛行場に救急

車が走ってきたということもあります。だけど、今の説明では十分でないと私は対応

としてはまずいと。 

 それから、もう一つは、この負担金の査定というのは、１３１万２,０００円とい

うのはどうしてなったのでしょうかということを聞いたのです。 

●藤田議長 岩城福祉課長。 

●岩城福祉課長 すみません。ドクターヘリのヘリポートについては議員おっしゃる

とおりに、十勝川左岸にございますヘリポート及び災害時用の離発着所になっている

小中学校のグラウンド等が指定になってございます。私がどこでもと言ったのは、事

故などのときに救急車でそちらへ運ぶよりも時間的に短縮できる場所で、上空が空い

ている場所であれば降りられるということを申したまでで、決まっている場所はござ

います。拠点はございますが、基本的に拠点にとらわれない現地に一番近い場所に降

りることが可能だと説明を受けてございます。 

 また、もう一つご質問のありました町村の負担金については、両方のドクターヘリ

の拠点のほうに十勝管内で２,４９２万８,０００円を払うことになってございます。

これらを１８箇町村に分けた金額で本町の負担が１３１万２,０００円で、帯広市が

若干高くなってございますが、全て同じ十勝管内の１８箇町村が同じ負担金であると

いうことでございます。 

●藤田議長 佐藤消防署長。 

●佐藤消防署長 私のほうからドクターヘリのヘリポート、ランデブーポイントにつ

いてご説明させていただきます。 

 以前から道東ヘリとは東十勝消防事務組合のほうで、ドクターヘリの運航に関する

申し合わせがありまして、組合加盟構成している４町においてそれぞれランデブーポ

イントを設定しております。本町においては、豊頃中学校のグラウンドをランデブー

ポイントとして１箇所、今まで設置していたのですけれども、それにつきましては、

ドクターヘリを出動を要請するような症例、事例があった場合につきましては、救急
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車で中学校まで運ぶ、そして同時に釧路からドクターヘリが飛んできて、そこで合流

して傷病者を運ぶという運びになっております。 

 今回、正式運航という運びになりまして、ランデブーポイントが一つでは足りない

だろうということで、１０月に釧路の担当者の方が参りまして、町内を見て回りまし

て、議員ご指摘のとおり堤防上にヘリポートが幌岡に一つ、それから大津にも一つあ

ります。そちらのほうを今回申請上げる運びとなっておりまして、一応ヘリが降りる

大きさとしましては、３５メートル四方の広さがあれば降りれますよということに

なっておりますので、多分そのまま申請が認められ、町内にランデブーポイントは一

応４箇所を設定しようか今考えております。４箇所につきましては、先ほど言いまし

た大津に１箇所、それから幌岡に１箇所、あと茂岩が山の上のサッカー場の横といい

ましょうか、芝生がありますけれども、そこに１箇所、それと、もともと中学校が設

定されていたのですけれども、グラウンドは土ですので、土はほこりを巻き上げた

り、小さな石を巻き上げるということで、好ましくないということでございますの

で、中央区につきましては、今舗装のところで考えておりまして、そこが町有地なの

ですけれども、話がまとまればそちらのほうを設定したいと。以上４箇所を設定した

いと考えております。 

 以上です。 

●藤田議長 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 この件の質問は３回目ですから終わりますが、今のような消防署長

のような的確な、こういうものについての予算化する場合には必要だったと。そのた

めに質問させてもらったのですが、私はそういう意味で、今実際聞いた４箇所という

ことになるとバランスが非常にとれているなと感じします。ですから、そういうよう

な安心感と安全だということを、やはり町民にも広報し、そして啓蒙して日々のそう

いうようなものについての働き方というのは、是非ともやっぱりやっていただきたい

ものだと、あるいはやっていくべきだというふうに考えます。 

 非常にそういう意味での説明は、私は立派だったと思います。その辺についての今

後の取り組みについて、やはり予算イコール執行者の考え方というのは重要なので

す。したがって、最後に町長のお考えをお聞きします。 

●藤田議長 宮口町長。 

●宮口町長 今、両担当課長から説明したとおりでございますけれども、このドク

ターヘリの場合については、ほとんどが事故等が、大半でございまして、通常入院さ

れている方はその入院場所から当然ヘリコプターで運ばれます。この問題についても

非常に北海道十勝でも場所・町村が大きく二つに分かれる。旭川に行くか釧路に行く

かと、それで非常に道のほうでは経費の積算については二転三転しましたけれども、
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今回落ち着きまして、こういう形になりました。 

 今後とも、今ご指摘のとおり、広報を通じて町民に安心安全で、そういった医療体

制を準備するように心がけて努力するように考えております。 

 以上です。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 歳入全般について質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 次に、４ページ。 

 第２表、債務負担行為について質疑を受けます。質疑はありませか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 それでは、本補正予算全般について質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第５５号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５５号は原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第５６号 

●藤田議長 日程第７ 議案第５６号平成２７年度豊頃町国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 岩城福祉課長。 

●岩福祉課長 補正予算書４７ページをお開きください。 

 議案第５６号平成２７年度豊頃町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につい
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てご説明いたします。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４００万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ６億８,５８６万９,０００円と定めるものであります。 

 このたびの補正は、退職被保険者の療養給付費及び高額療養費の伸びに伴うもので

ございます。 

 補正の主なものは、歳入歳出事項別明細書、５６ページ、歳出からご説明いたしま

す。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費、２目退職被保険者等療養給付費に、療養給付費３

００万円を追加。 

 同款、２項高額療養費、２目退職被保険者等高額療養費に、高額療養費１００万円

を追加するものであります。 

 この補正に要する財源は、５４ページ、歳入をご覧ください。 

 ３款、１項療養給付費交付金に過年度分療養給付費交付金１１１万９,０００円を

追加。 

 ９款、１項繰越金にその他繰越金２８８万１,０００円を追加するものでありま

す。 

 以上でありますので、よろしくご審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 これから質疑を行います。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 

 ５４ページをお開きください。 

 ３款療養給付費交付金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ９款繰越金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 歳入全般について質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 次に、歳出についても款ごとに質疑を受けます。 

 ５６ページをお開きください。 

 ２款保険給付費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 それでは、本補正予算全般について、質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 
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●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第５６号を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５６号は、原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第５７号 

●藤田議長 日程第８ 議案第５７号平成２７年度豊頃町介護保険特別会計補正予算

（第２号）についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 岩城福祉課長。 

●岩城福祉課長 それでは、補正予算書５９ページをお開きください。 

 議案第５７号平成２７年度豊頃町介護保険特別会計補正予算（第２号）について御

説明いたします。 

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,３８０万円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億９,８６９万３,０００円と定めるものでありま

す。 

 このたびの補正は、居宅介護サービスのサービス費の精査によるものでございま

す。 

 補正の主なものは、歳入歳出事項別明細書、６８ぺージ、歳出からご説明いたしま

す。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス等給付費から居

宅介護地域密着型介護、施設介護のサービス給付費１,４００万円を減額し、居宅介

護福祉用具購入費２０万円を追加、合わせて１,３８０万円を減額するものでありま

す。 

 これら歳出に関する歳入は６６ページをご覧ください。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金から介護給付費負担金２３６万円を減額、同款、

２項国庫補助金から介護給付費調整交付金１２０万１,０００円を減額。 

 ４款道支出金、１項道負担金から介護給付費負担金２１２万５,０００円を減額。 
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 ５款、１項支払基金交付金から、介護給付費交付金３８６万４,０００円を減額。 

 ７款繰入金、１項他会計繰入金から、介護給付費繰入金１７２万５,０００円を減

額。同款、２項基金繰入金から介護給付費準備基金繰入金２５２万５,０００円を減

額するものです。 

 以上でありますので、よろしくご審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 提案理由の説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 

 ６６ページをお開きください。 

 ３款国庫支出金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ４款道支出金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ５款支払基金交付金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ７款繰入金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 歳入全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 次に、歳出についても款ごとに質疑を受けます。 

 ６８ページをお開きください。 

 ２款保険給付費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 それでは、本補正予算全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 ちょっと勉強不足で理解できていないので教えてほしいのですが、

節のところの上から三つなのですが、サービス給付費減額、それから、地域密着型の

サービス給付費、これも減額、施設介護サービス給付費も減額、これ合わせて１,３

８０万円、これ給付金でこの時期に減額になるという理由がちょっと理解できないの

ですが、どういうことなのかお聞きしたいと思います。 
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●藤田議長 岩城福祉課長。 

●岩城福祉課長 居宅介護サービスに関する部分で一番上の居宅介護サービス給付費

というのは、ヘルパーさんとかを利用した場合のサービス費になります。続いて、域

密着型介護サービス給付費というのは、地域密着型の施設は本町に下の小規模特養、

あとグループホームの光の家族がございます。光の家族でもデイサービスを行ってご

ざいます。それらのサービス給付費の減額。 

 あと施設介護につきましては、豊頃のデイサービスセンターとよころ苑がございま

す。家に居ながら、そちらに通う方々がデイサービスに行くときの給付金になります

けれども、これら高齢者の入院等が多くなってきてございます。それらによりまして

サービス給付費の縮減がなったということで、今回予算から落とさせていただくもの

でございます。 

●藤田議長 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 この３項目についての内容はわかりました。居宅介護サービスのヘ

ルパーさんということを今ありましたが、そうすると各個人の住宅に行くヘルパーさ

んの人数が減ったと解釈していいのですか。人件費がかからなくなったのか、ヘル

パーが人数が少ないのか、それとも行く回数がなくなったのか、そういうところを

ちょっと理解できないのですね。よりそういう施設にヘルパーさんが行くということ

は、濃密はありますけれども、より密度を高くしてそういうサービスというのが認識

だったのですね。ところが、そういうことではなくて、対象者が少なくなったからヘ

ルパーも少なくなったのかなというとらえ方もしているのですが、その辺一例として

もう１回説明していただけますか。 

●藤田議長 岩城福祉課長。 

●岩城福祉課長 本町で介護認定を受けられている方の人数については、ほぼ横ばい

でございます。居宅介護でヘルパーさんのサービスを受けられる方についても、ほぼ

横ばいで推移してございますが、その方が医療機関に入院されると、サービスの利用

がなくなると。それらが積み重なってこの減額になったということで御了承くださ

い。 

●藤田議長 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 そうしますと、全体的にはこの町の負担も、高額者あるいは高額医

療ということで負担しています。ですから、入院された今までは在宅だとか介護施設

にお世話になっている皆さんは、入院されると今度は入院でまた負担かかりますね。

町もまたそれに対する国保等以外に町の負担もふえますよね。その辺のことというの

は、これはなかなか痛し痒しかもしれませんが、そういう実態というのは今後はこう

いうふうに期の途中に起きやすいという想定をされていいのでしょうかというところ
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も、ちょっと危惧しますので、その辺の考え方というのは間違ってますか、それとも

そういう仮定もあり得るというものなのか、その辺もう少し担当のほうから説明いた

だけますか。 

●藤田議長 岩城福祉課長。 

●岩城福祉課長 各サービス給付費については過不足が生じないように、１年の推計

をして当初予算を取らせていただいております。医療費については、介護サービスを

受けられている方なので、必然的に７４歳未満の方もいらっしゃいますが、多くなっ

ているのは７５歳以上の後期高齢者になってございます。そういった場合について

は、次年度以降の後期高齢者医療の負担金が上がるのかなと、そういう危惧もござい

ますが、今回については今年第６期計画の介護保険事業計画の中で見込んだ数字より

も、今年度のサービス給付については縮減されたということで、こういうことについ

てはいつの段階でもあり得るのかなと感じてございます。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第５７号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５７号は、原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第５８号 

●藤田議長 日程第９ 議案第５８号平成２７年度豊頃町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２号）についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 岩城福祉課長。 

●岩城福祉課長 それでは、補正予算書７１ページをお開きください。 

 議案第５８号平成２７年度豊頃町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につ

いてご説明いたします。 

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２０万円を減額し、歳入歳出予算
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の総額を歳入歳出それぞれ５,７７６万４,０００円と定めるものであります。 

 このたびの補正は、後期高齢者医療広域連合納付金の確定に伴うものであります。 

 補正の主なものは、歳入歳出事項別明細書、８０ぺージ、歳出からご説明いたしま

す。 

 ２款、１項、１目後期高齢者医療広域連合納付金から保険料等負担金１３万９,０

００を追加し、事務費負担金３３万９,０００円を減額、合わせて２０万円を減額す

るものであります。 

 この歳出に関する歳入につきましては、７８ページをごらんください。 

 ２款繰入金、１項他会計繰入金から保険基盤安定繰入金１３万９,０００円を追

加。事務費等繰入金３３万９,０００円を減額の合わせて２０万円を減額するもので

あります。 

 以上でありますので、よろしくご審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 これから、質疑を行います。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 

 ７８ページをお開きください。 

 ２款繰入金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 次に、歳出についても款ごとに質疑を受けます。 

 ８０ページ。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 それでは、本補正予算全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第５８号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 
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 したがって、議案第５８号は、原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第５９号 

●藤田議長 日程第１０ 議案第５９号平成２７年度豊頃町医療施設特別会計補正予

算（第３号）についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 岩城福祉課長。 

●岩城福祉課長 補正予算書８３ページをお開きください。 

 議案第５９号平成２７年度豊頃町医療施設特別会計補正予算（第３号）についてご

説明いたします。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８２万４,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億４,３２１万６,０００円と定めるものであり

ます。 

 このたびの補正は、豊頃医院職員住宅の修繕及び歯科診療所レセプト用パソコン使

用料、業務用備品の購入の補正になってございます。 

 補正の主なものは、歳入歳出事項別明細書９２ページ、歳出からご説明いたしま

す。 

 １款、１項医院費、１目医院管理費に、修繕料２４万５,０００円を追加。 

 ３款、１項歯科診療所費、１目歯科診療所管理費に、レセプト用パソコン使用料１

０万３,０００円と業務用備品購入費４７万６,０００円を追加するものであります。 

 なお、購入する備品につきましては、歯科診療器具の高圧蒸気滅菌器でございま

す。 

 この歳出に要する財源は、９０ページ、歳入をご覧ください。 

 １款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入から職員住宅貸付収入３０万

円を減額。 

 ２款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金に歯科診療所管理費５７万

５,０００円を追加。 

 ３款繰越金に前年度繰越金５４万９,０００円を追加するものであります。 

 以上でありますので、よろしくご審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 これから、質疑を行います。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 

 ９０ページをお開きください。 

 １款財産収入。 

（ 質 疑 な し ） 
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●藤田議長 ２款繰入金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ３款繰越金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 歳入全般について質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 次に、歳出についても款ごとに質疑を受けます。 

 ９２ページをお開きください。 

 １款医院費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ３款歯科診療所費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 それでは、歳出全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 それでは、本補正予算全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第５９号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５９号は、原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第６０号 

●藤田議長 日程第１１ 議案第６０号平成２７年度豊頃町簡易水道特別会計補正予
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算（第２号）についを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 渡部施設課長。 

●渡部施設課長 補正予算書９５ページをお開きください。 

 議案第６０号平成２７年度豊頃町簡易水道特別会計補正予算（第２号）についてご

説明いたします。 

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２２７万８,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億３,６３２万８,０００円と定めるもので

あります。 

 本補正予算は、主に工事請負費等の予算精査によるものであります。 

 主な内容につきましては、事項別明細書によりご説明いたします。 

 １０４ページ、歳出からご説明いたします。 

 １款総務費、１項総務管理費において、本管移設等補償工事請負残１５５万５,０

００円を減額。 

 長節配水池防水工事請負残５３万１,０００円を減額するなど、合わせて２２７万

８,０００円を減額するものであります。 

 次に、１０２ページ、歳入についてご説明いたします。 

 ３款繰入金において、一般会計繰入金１,２２５万３,０００円を減額。 

 ４款繰越金において、前年度繰越金８２４万３,０００円を追加。 

 ６款諸収入において、本管移設等補償工事費補償費１７３万２,０００円を追加す

るものであります。 

 以上でありますので、よろしくご審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 これから質疑を行います。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 

 １０２ページをお開きください。 

 ３款繰入金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ４款繰越金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ６款諸収入。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 歳入全般について質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 
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 次に、歳出についても款ごとに質疑を受けます。 

 １０４ページをお開きください。 

 １款総務費。 

 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 １５節のところに長節配水池防水工事とかが上がっています。これ

減額なのですが、長節の貯水場というのですか、そこの今の現状というのはどういう

ふうになっているかということをご存じですか。 

●藤田議長 渡部施設課長。 

●渡部施設課長 長節の配水池というのは町道を山の上へ上がりまして、一番高いと

ころにある円形の建物ですが、どのような現状というのは大変申しわけないのです

が、意味がわかりませんので。 

●藤田議長 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 配水池と、それから浄水場はこれは一体というふうに考えてもらえ

ばいいと思うのですが、現在長節湖の浄水場というのは周辺環境はどうなっているか

というところをお聞きしたかったのです、配水池とあわせてですね。ということは、

もう老朽化しているのでしょう、多分施設本体でなくて、その周辺環境です。門柱は

もう崩れ落ちて落ちています。それからフェンスはもう除雪の段階で今年はないと思

いますが、過去から相当押し倒されているのです。用途としては効果的な状態ではな

いというところを私は確認しています。したがって、そういうところについてのやは

り全体的な町民の水がめを確保するためには、そういう環境からきっちりとやはり確

立したものでないといけないなということの認識を私はあるべきだというふうに考え

ますが、担当としてどう考えているか。 

●藤田議長 渡部施設課長。 

●渡部施設課長 長節配水池というのは先ほど説明したとおり山の上にあるもので

す。それで浄水場というのは山の下にありまして、議員おっしゃるとおりフェンスに

ついては倒れ、ひどい状態になっております。それにつきましては、新年度の予算で

フェンス等も改修する予定になっております。 

●藤田議長 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 最後の１点にします。今、フェンスについてはそのように将来的に

というか、新規の予算の中にそういうものを計画しようと。私は、やはりそういう意

味では施設そのものもチェーンを張ってませんし、それから外部侵入はそういう意思

があれば故意にというか、そういうことがあれば、これは防ぎようがありません。し

かし、何か起きたときにはそういう備えがあったということを、是非ともメディアが

取り上げずにですね、何もないじゃないかと。日中はチェーンもない、それから門柱
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のチェーンを張るフックもない。そういう状態であれば、やはりその辺の管理監督と

いうものを問われるというのが、世の中のこれは常です。ですから、そういうものを

日常やはり担当者は検査点検を怠らわずにやるべきだなというふうに私は思って、

ちょっと私が今回そういう意味で質問をさせていただきました。減額することは結構

かもしれません。しかし、使うところには有効にやっぱりそういうものを予算化すべ

きだなというふうに考えますが、この辺についての将来的な総点検をこの水がめに対

しては上水道についてはすべきだなというふうに感じております。その辺についても

予算的なこともかかわりますので、執行者、町長のご意見もお聞きしたいなと、こん

なふうに思います。 

●藤田議長 宮口町長。 

●宮口町長 ただいま課長が申し上げましたとおり、環境整備については新年度の予

算で一応計上、各課から要求が来ております。今、大崎議員がおっしゃるとおり、や

はり町民の水がめですから、常にそういった環境整備の再点検は必要だと私も思いま

す。今後そのようなことのないように、職員ともども心一つにして努力をしていきた

いというふうに考えております。 

 以上です。 

●藤田議長 ほかに質疑ありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 それでは、質疑を終わります。 

 それでは、本補正予算全般について質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６０号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６０号は、原案のとおり可決されました。 

 午後１時まで昼食のため休憩をいたします。 

午後 ０時０５分 休憩 

午後 １時００分 再開 
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●藤田議長 休憩前に引き続き、会議を再開します。 

 

       ◎ 議案第６１号 

●藤田議長 日程第１２ 議案第６１号行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定についてを

議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 柄﨑企画課長。 

●柄﨑企画課長 議案第６１号行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定についてご説明いた

します。 

 本条例は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律に基づき、平成２８年１月から個人番号の利用が始まることから、町又は教育委員

会内における個人番号を利用する事務について、法律に掲げる事務の範囲内において

情報を連携することができるよう、必要な事項を定めるものであります。 

 第１条には、趣旨として、法第９条第２項の規定に基づく個人番号の利用に関し、

必要な事項を定めること。 

 第２条には、本条例で用いられている用語の定義を。 

 第３条には、個人番号の利用に関する町の責務を。 

 第４条には、個人番号の利用範囲として、町又は教育委員会は、法別表第２に定め

る事務において、自らから保有する特定個人情報を利用することができること。 

 第５条には、委任として、この条例の施行に関し必要な事項は町長が定めること。 

 それぞれ定めるものであります。 

 なお、附則といたしまして、本条例は、平成２８年１月１日から施行するものであ

ります。 

 以上でありますので、ご審議くださるようよろしくお願いいたします。 

●藤田議長 これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 非常にマイナンバー法についてはいろいろと異論がありますが、最

近のこのマイナンバーを採用する、しないという前から個人情報というものについて

の管理の面で非常に事件・事故が起きております。したがって、これは条例として制

定される傍ら、本町における例えばの話しですが、そういう個人情報流出、あるいは

他からのサイバー攻撃、こういうものについての対策等も、逆に言うとしっかりと確

立し、あるいは完璧とはいかないかもしれません、相手がどういう作戦というか悪意
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を持ってやるかもわかりませんので、そういう面についての議論というのは必要だと

いうふうに考えます。 

 当面の今後について、これが制定され、運用されていく場合に、本町として、それ

らについての内部的なご検討、あるいは討議、議論というのはされていたのかどうな

のか、その辺も、もしそういう実態がございましたらご説明をいただきたいと、こう

いうふうに思います。決してこれはこれで完璧だとか、これで完成したとかという問

題ではありません。相手がそういう意図的なものがあれば、防げないという状況もあ

りますが、それらについての最低限の身内のというか、本町における体制づくりとい

うものはどう考えられるか、あるいは考えていくべきかというところの考えをお聞か

せいただきたいと、こういうふうに思います。 

●藤田議長 柄﨑企画課長。 

●柄﨑企画課長 ただいまの御質問でありますけれども、この制度におけるマイナン

バーの通知については、１０月５日から全国各個人個人に対して発送をされておりま

す。その制度が始まる前１０月１日前に、本町におきましては、まずハードの整備と

いたしまして住基システムとか、税のシステムとか、各種システムにおいて、これま

では通常業務にも使っていたパソコンを併用して、そういうシステムの作業のために

も使用していたわけですけれども、１０月１日以前に、それであると年金機構のよう

なインターネット等によりましてハッカーとかそういう方々に侵入されたり、情報が

漏れたりするということから、まるっきりシステム用に使う業務用パソコンは業務用

パソコン、それから一般事務用に使うインターネットと通常業務に使うパソコンはパ

ソコンとして、全く切り離して使用するようにしております。 

 それから、どうしてもハード整備をしてもヒューマンエラーというのはつきもので

ありますので、特に個人情報をマイナンバーを扱うセクションの職員に対しまして

は、制度のセキュリティ関係、それから利活用について十分に説明をするとともに、

そういった単純ミス、ヒューマンエラーもなくするように職員にそれぞれ指導してい

るところでございます。 

 以上であります。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６１号を採決します。 
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 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６１号は原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第６２号 

●藤田議長 日程第１３ 議案第６２号豊頃町税条例の一部改正についてを議題とし

ます。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 矢野住民課長。 

●矢野住民課長 議案第６２号豊頃町税条例の一部改正についてご説明申し上げま

す。 

 本案につきましては、別冊の議案説明書によりご説明申し上げます。議案説明書の

１ページ目をお開きください。 

 説明第１号。 

 初めに、改正の主旨といたしましては、マイナンバー制度の導入及び地方税法等の

一部改正に伴い、町税条例の一部を改正するものであります。 

 次に、２、改正の概要でありますが、初めに、（１）として、マイナンバー制度の

導入に伴い、平成２８年１月１日からマイナンバーの利用が開始されることによる改

正であります。 

 表のほうをご覧ください。 

 関係条項の第３６条の２から、その四つ下の附則第１０条の３、ここまでの４項目

の改正におきましては町民税の申告、給与所得者等の扶養親族の申告、住宅用地及び

被災住宅用地の申告及び新築住宅等に対する固定資産税の減額の申告につきまして、

各申告書の記載事項に個人番号又は法人番号等を追加するものであります。 

 次に、第５１条から五つ下の第１３９条の３までの５項目の改正につきましては、

町民税、固定資産税、軽自動車税、身体障がい者等に対する軽自動車税及び特別土地

保有税の各減免申請書の記載事項に個人番号又は法人番号等を追加するものでありま

す。 

 以上につきましては、平成２８年１月１日を施行期日とするものであります。 

 次のページ、２ページ目をお開きください。 

 次に、（2）地方税法等の一部を改正する法律が施行されたことによる改正であり

ます。 
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 関係条例の第８条から１３条につきましては、地方税における猶予制度に関する改

正であります。 

 改正内容といたしましては、地方税の猶予制度について地方分権を推進する観点か

ら一定の事項については条例で定めることとされたことから、税条例に次の条項を追

加するものであります。 

 第８条は、徴収猶予にかかる町の徴収金の分割納付又は分割納入の方法を定めるも

の。 

 第９条は、徴収猶予の申請手続等を定めるもの。 

 第１０条については、徴収猶予の取り消しを定めるもの。 

 第１１条は、職権による換価の猶予の手続等を定めるもの。 

 第１２条は、申請による換価の猶予の申請手続等を定めるもの。 

 第１３条につきましては、担保を徴する必要がない場合を定めるものであります。 

 次に、附則第６条でございますが、こちらについては、町たばこ税の税率の特例に

ついて定めるものであります。 

 改正内容につきましては、紙巻たばこ３級品、これらにかかる税率の特例を廃止し

た上、次の期間において段階的に税率を引き上げる経過措置を講じるものでありま

す。 

 （1）平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までは１,０００本につき２,

９２５円。（2）平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までは１,０００本に

つき３,３５５円。（3）平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までは１,０

００本につき４,０００円とするものであります。。 

 なお、現行の特例税率につきましては、１,０００本につき２,４９５円となってご

ざいます。 

 次に、同じく附則第６条において、紙巻たばこ３級品に対する手持品課税について

定めております。 

 改正内容といたましては、税率の引き上げ日前に仕入れた紙巻たばこ３級品を５,

０００本以上所持するたばこ販売業者に対しまして、税率の引上げ分に相当する金額

を課税する手持品課税を行う措置を講じるものであります。 

 以上、申し上げました改正案の施行期日は、平成２８年４月１日であります。 

 附則といたしまして、第１条に施行期日を、第２条から第８条までは町税に関する

経過措置を規定いたしましたので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げ

ます。 

●藤田議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 ７番大崎議員。 
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●７番大崎議員 非常にボリュームのある条例なんですので、ちょっと読むのに大変

なのですが、素人だから全くわかりません。恐縮なのですが、この町税の中の４税が

ありますね、この中で簡単にお聞きしたいのですが、平成２７年、前年２６年から比

較すると、この町税については約２,０００億円ぐらい減っている予算です、予算書

は。その中の大半がこのたばこ税というのを、これも減っているわけです。軽自動車

税は増えています、逆に１.２ぐらい増えているのですね。したがって、このたば

こ、たばこということがちょっと理解が、私は勉強不足でわかりませんが、紙巻き３

級品という３級品というのは、まずそこからどういう理解をしたらいいのかなという

ところは、ちょっと説明いただけますか。 

●藤田議長 矢野住民課長。 

●矢野住民課長 紙巻たばこ３級品というのは、旧専売公社時代に１級品、２級品、

３級品という区分けがありまして、１級品から３級品まで紙たばこの葉の質が落ちて

まいりました。３級品につきましては、わかばだとかエコーだとか、しんせいだと

か、そういうような昔のたばこ、フィルターのついていないやつですね。そういうも

のが一番葉っぱの質の悪いたばことして安く販売されていました。その名残が今でも

３級品と。今現在も、一般たばこ税は掛けられなくて特例として半分だけのたばこ税

がかかっているのですね。 

 今回そういうものを特例を廃止して、一般のたばこと同じ税率に上げようと。急激

に上がると２倍ぐらいになりますので、緩和措置といたしまして３年間で徐々に上げ

ていくというそういうふうな改正です。 

●藤田議長 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 済みません。どうもありがとうございました。 

 この条例制定については非常に、私は今後についての町税の主体たる内容として、

注目していきたいというふうに考えていますが、町条例そのものについてのこれは私

は何も異論はない考えなのですが、今後この町税の税収に対しては、どのようにこの

固定資産税もそうですが含めて、考えられるのかというちょっと予想がつかないでい

るわけです。 

 先ほど冒頭に申し上げましたのは、平成２６年から２７年には２,０００億円ぐら

い減額、減収になっています、歳入不足というか。そういうふうになっていくと、そ

のことについてのクリアというのはできるのかなというようなところの見通しは、こ

れ１２月にまた新年度予算のことを集約されるでしょうけれども、その辺の考え方と

いうのは、何かございましたらご説明いただきたいなと思います。 

●藤田議長 宮口町長。 

●宮口町長 今回の税改正につきましては、個人ナンバーの関係で、全ての条文がそ
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れにかかわるものですから膨大な内容になっております。また、たばこ税につきまし

ては、ご存じのとおり過去には相当たばこ税も潤っておりましたけれども、今非常に

に健康問題で少なくなってきておりまして、これからもますますたばこ税について

は、そう大きく期待はできないふうにと思っております。 

 また、町民税全般に言いますと、非常に本年は農業が豊作でございますので、来年

あたりは相当期待はできる税収入でないかというふうに思っておりますけれども、一

方、別な産業のほうで厳しい状況もありますので、大きな変動はないのではないかと

いうふうに見込んでおります。 

 以上です。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６２号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６２号は、原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第６３号 

●藤田議長 日程第１４ 議案第６３号豊頃町国民健康保険税条例の一部改正につい

てを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 矢野住民課長。 

●矢野住民課長 議案書２１ページ目をお開きください。 

 議案第６３号豊頃町国民健康保険税条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

 初めに、提案理由でございますが、こちらにつきましても、マイナンバー制度の導

入に伴い、平成２８年１月１日からマイナンバーの利用が開始されることから、国民

健康保険税条例の一部改正を行うものでございます。 

 改正の内容につきましては、ここに第２６条第２項第１号というふうな記載があり

ますけれども、この条項の中で、国民健康保険税の減免申請書の記載事項に個人番号
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等を追加するものであります。 

 附則といたしまして、この条例は、平成２８年１月１日から施行するものでござい

ますので、よろしくご審議くださいますようお願いいたします。 

●藤田議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６３号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６３号は、原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第６４号 

●藤田議長 日程第１５ 議案第６４号豊頃町介護保険条例の一部改正についてを議

題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 岩城福祉課長。 

●岩城福祉課長 それでは、議案書２３ページをお開きください。 

 議案第６４号豊頃町介護保険条例の一部改正についてご説明いたします。 

 本条例の改正についても、マイナンバー制度の導入に伴い平成２８年１月から個人

番号の利用が開始されるため、当該条例の一部改正を行うものでございます。 

 改正条文の内容についてご説明いたします。 

 豊頃町介護保険条例（平成１２年条例第８号）本則第７条は保険料の徴収猶予、ま

た第８条は保険料の減免に関して規定された条文であります。 

 それぞれの申請に関して、明年１月からは第１号被保険者及びその世帯の生計を主

として維持する者の氏名及び住所に加え、それぞれ個人番号の記載が必要になるとい

う改正内容になってございます。 

 また、附則として、本条例の施行期日を平成２８年１月１日からと規定するもので

あります。 

 以上でありますので、よろしくご審議くださいますようお願いいたします。 
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●藤田議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６４号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６４号は、原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第６５号 

●藤田議長 日程第１６ 議案第６５号豊頃町地域優良賃貸住宅の設置及び管理条例

の制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 渡部施設課長。 

●渡部施設課長 議案２５ページをお開きください。 

 議案第６５号豊頃町地域優良賃貸住宅の設置及び管理条例の制定についてご説明い

たします。 

 制定の理由ですが、本年度から茂岩栄町に整備している高齢者住宅につきまして

は、国が定める地域優良賃貸住宅制度に基づき、国の交付金５０％をいただいて建設

しております。 

 この制度に基づいて住宅を建設及び管理するためには、新たに条例を定める必要が

あることから、このたび設置及び管理条例を定めるものであります。 

 条例の内容についてご説明いたします。 

 ２５ページをお開きください。 

 第１条では、制定の目的。 

 第２条では、本条例において使用する用語の定義について規定。 

 ２６ページ。 

 第３条では、住宅の設置の必要性について規定するものであり、第４条、第５条で

は入居者の公募について規定。 

 第６条では、この地優賃住宅制度では、高齢者住宅のほかに子育て世帯向け住宅も
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整備できることから、それら入居者の資格について規定。 

 ２７ページ。 

 第７条から第１０条では、入居の申し込み、入居者の選定、入居手続等について規

定。 

 ２８ページ。 

 第１１条では、家賃は規則で定めることについて規定。 

 第１２条では、家賃の減免を行うことができること。減免後の入居者負担額は規則

で定めることなどについて規定。 

 第１３条では、家賃の納付について規定。 

 ２９ページ。 

 第１４条から第２１条では、修繕費用の負担、入居者の費用負担義務、保管義務等 

について規定。 

 ３０ページ。 

 第２２条では、住宅の検査について規定。 

 第２３条では、住宅の明け渡し請求について規定。 

 ３１ページ。 

 第２４条では、移転費の補助について規定。 

 第２５条から第３２条では、共同施設として整備する駐車場の使用等について規

定。 

 ３３ページ。 

 第３３条では、住宅監理員及び住宅管理人について規定。 

 第３４条では、住宅の立入検査について規定。 

 第３５条では、警察署長に対して意見の聴取をできることについて規定。 

 ３４ページ。 

 第３６条では、明け渡し等の勧告について規定。 

 第３７条では、過料について規定。 

 第３８条では、この条例の施行について必要な事項は規則で定めることを規定する

ものであります。 

 附則としまして、この条例の施行期日を平成２８年４月１日と定めるものでありま

す。 

 以上でありますので、よろしくご審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 ８番大谷議員。 

●８番大谷議員 ３条の部分で、高齢者というふうにうたってますが、これは通常考
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えられる年齢を設定しているのか、それとも幅広い年齢が設定されているのかという

ことと、もう一つ、住居の安定に配慮が必要な者ということが求められております

が、これは６条の部分で、同居親族がいない高齢者だとか、子育て世代に該当する者

というふうにうたっていますが、これらのほかに何か考えられるものがあるのか、そ

の辺をお聞かせ願いたいと思います。 

●藤田議長 渡部施設課長。 

●渡部施設課長 まず１点目、高齢者については、あくまでも一般に言われています

６５歳ということを考えております。 

 それから、２点目の居住の安定に配慮が必要な者といううたい方ですが、これにつ

いては、生活その他心身的に居住の安定といいますか、町の住宅に住んだほうが、そ

の方にとってよいだろうというふうに判断される方というふうな考え方をしておりま

す。 

●藤田議長 ８番大谷議員。 

●８番大谷議員 もうちょっと具体的にどういう人がそれに該当するのかということ

が、わかる範囲でよろしいですけれども。 

●藤田議長 渡部施設課長。 

●渡部施設課長 具体的には心身障害者等の方をイメージしております。 

●藤田議長 ８番大谷議員。 

●８番大谷議員 最終的には町長が認めれば入られるということであるから、ある程

度幅広い入居ができるというふうに考えますが、その考えでよろしいでしょうか。 

●藤田議長 宮口町長。 

●宮口町長 ただいま課長が申し上げましたとおり居住の安定、つまり社会的立場の

弱い方、そしてある程度幅を持って解釈したいというふうに考えております。 

●藤田議長 ほかに質疑ありませんか。 

 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 今、課長からの提案の説明の中で、何点かお聞きしたいことがあり

ます。この地優賃住宅については、現在１棟４戸ですね。これについての国からの制

度資金いわゆる助成が５０％ということです。町長が標榜しているあの地域というの

は、福祉ゾーンの構想です。私はもう非常にこれは歓迎すべき政策だというふうに評

価しております。 

 そこで、これらのこういう施設が、今、町長もお話しありましたように弱い立場の

方、その方々をそういう地優賃の住宅に住んでいただくということは、私はやはりそ

ういう立場の人の対象者というのは安堵するだろうと思います。よりこれを将来的に

考えるのであればという希望があるわけですが、この件について、今後どういうふう
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なこの地優賃の住宅の計画があるのかという１点。 

 それから、家賃設定が非常にこれは限定されるなという予想をしております。そう

高額な家賃は設定できないなということ。その件についてのマニュアル的なものがあ

れば示していただきたいと思います。 

 それから、それにかかわる連帯保証人が同額の２名ということがあります。これに

ついては、さて、この社会の現況の中でどうなのかなというところをちょっと危惧し

ております。したがって、今後についてのこれらの政策を全般的に今質問要項という

か、私が簡単にお話ししましたが、そのことをまず最初にご説明、ご回答いただきた

いというふうに思います。 

●藤田議長 渡部施設課長。 

●渡部施設課長 まず、１点目、今後の地優賃の計画ですが、今年、平成２７年度１

棟４戸整備しております。来年平成２８年度についても、あそこの隣に１棟４戸、そ

の後平成２９年度に２棟合わせて５戸、全体３年間であの場所に４棟１３戸を整備す

る計画でおります。 

 それから、２点目家賃設定ですが、家賃については１１条にあるとおり、規則で定

めるということになっておりますが、この条例が可決され次第規則を制定することに

なります。現在規則を検討しておりますが、その中で、ここの条例にあるとおり近傍

同種の賃貸住宅の家賃と均衡を失なわれないよう規則で定めるとあります。これは具

体的に言うと、民間住宅の家賃と同等にしなさいということになっております。ここ

で定める家賃については現在３万５,０００円を想定しておりますが、１２条で家賃

の減免ということをうたっております。町長は家賃の減免を行うことができる。この

減免については、今、規則で検討をしておりますのは減免額が２万３,０００円、そ

れで残りの分が入居者の負担額ということになりますが、入居者の負担額については

１万２,０００円程度というふうに想定しております。 

 それから、３点目連帯保証人の関係ですが、２７ページの１０条に、議員おっしゃ

るとおり連帯保証人２名というふうにうたってあります。これが本来でございます

が、２８ページの一番上のほうの３に、特別の事情があると認められる者に対しては

連帯保証人２名の連署を必要としないことができるということがうたってありますの

で、そのケースバイケースで判断していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

●藤田議長 ７番大崎議員。 

●７番大崎議員 非常に具体的で、内容的には非常に私は良とする内容かなというふ

うに感じ取りました。そこで、この家賃についても、それだけの配慮をされた検討さ

れたということについては、私はこれは大いに町民は利用していただけるものだなと
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いう理想というか期待をしております。ですから、今、課長の説明で将来的にあと９

戸できるという、来年再来年ですね、これについてのそれでは福祉ゾーンとうたって

いるあの地域にそれだけの有効地、いわゆる利用地がおありだったかどうかというこ

とについての計画的なものは既に一歩二歩進んでいるだろうという気持ちで、今、質

問しているのですが、そういうとらえ方でよろしいかどうかということが一つ。 

 それから、関連して連帯保証人についての同額者という、入居同額者というのはな

かなか今までのところ難しいところがあるので、ケースバイケースということで逃げ

られているのですが、ぜひとも連帯保証人はこれは、おおよそ予想ですが入居する人

の身内が第一優先にされているのではないかなという感じします。第２は、他人か知

人か知り合いか、そういうような方でされているのが現状だと思います。できるだけ

連帯保証人というのは連帯ですから、一人であっても二人であっても、これはもう保

証しなければいけないものですから、それらの未払いについては責任があるという立

場の人ですので、できれば、その二人目というのは難航しているような感じがしま

す。その辺の現状と将来の展望といいますか方向というものがございましたら、あく

までもケースバイケースということを私とってますから、その辺の考え方をお聞かせ

いただきたいなと、こう思います。 

●藤田議長 宮口町長。 

●宮口町長 まず、この条例は、お年寄りとか社会的に弱い立場の方々が優先して入

れるのが基本でございまして、先ほど課長のほうから申し上げましたとおり、国の助

成を受けている関係上、一応規則としては国の基準に従って規則や条例をつくります

けれども、しかし、大変困難なクリアしなければならない難問題については、町長の

裁量でもってそれぞれの項目を掲げております。今の連帯保証人の関係でも、家賃か

ら見ればそれほど連帯保証人に責任を負わすことなく、周りの環境が悪い、それから

当町はそういうことはないと思いますけれども、ごみ的なものを集めることが好きな

方がいらっしゃって、そういう周りに迷惑をかけるような場合については、やはり連

帯保証人の方々から環境整備とか、そういった負担のほうが多いのではないかという

ふうに思っております。 

 もう一つは、低家賃に近い形で入居していただきますから、当然今の年金だけでは

３万５,０００円も４万円もというのは、とても払えるものではありません。できる

だけそういった条件もクリアしながら、先ほど言いました所得の低い方、また地方の

遠いところに住んでいる方等々も優先して入れたいというふうに思っております。 

 将来にわたっても、ある程度面積的なものもありますけれども、希望者が増えれ

ば、こういった事業に乗って高齢者に対応していきたいというふうに思っておりま

す。 
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 以上です。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６５号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６５号は、原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第６６号 

●藤田議長 日程第１７ 議案第６６号豊頃町過疎地域自立促進市町村計画の一部変

更についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 柄﨑企画課長。 

●柄﨑企画課長 議案第６６号豊頃町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更につい

てご説明いたします。 

 議案書の３５ページをお開きください。 

 本案は、過疎地域自立促進特別措置法第６条第７項の規定に基づき、豊頃町過疎地

域自立促進市町村計画の一部を、次のとおり変更するものであります。 

 このたびの変更は、平成２６年度に本計画のいわゆるソフト事業の区分である過疎

地域自立促進特別事業に追加登載した町道の路面修繕計画及び橋梁長寿命化修繕計画

の事業につきまして、計画から実施に入ることから、ハード事業の区分に変更し登載

をするものでございます。 

 ３として、交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進（３）計画の表

（１）市町村道の項に橋梁として、路面修繕計画５路線、１万６８８メートル及び橋

梁長寿命化修繕計画１５橋を追加。 

  同じく、３、交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進（３）計画の表

（10）過疎地域自立促進特別事業の項中路面修繕計画５路線、１万６８８メートル及

び橋梁長寿命化修繕計画１５橋を削除するものでございます。 
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 以上でありますので、ご審議くださるようよろしくお願いいたします。 

●藤田議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６６号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６６号は、原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第６７号 

●藤田議長 日程第１８ 議案第６７号東十勝消防事務組合の解散に伴う財産処分に

ついてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 石田副町長。 

●石田副町長 議案第６７号東十勝消防事務組合の解散に伴う財産処分についてご説

明いたします。 

  本案は、十勝管内消防事務の広域化に伴い、東十勝消防事務組合の解散について

協議が整い、地方自治法第２８９条財産処分の規定により、東十勝消防事務組合の解

散に伴う財産処分について、関係町であります幕別町、池田町、豊頃町、浦幌町との

協議により、これを定めるため、同法の第２９０条議会の議決を要する協議の規定に

基づき、議会の議決を求めるものであります。 

 別紙。 

 東十勝消防事務組合の解散に伴う財産処分に関する協議書では、１、組合の財産の

規定は、別紙４１ページから、公有財産は、土地、建物、水利施設、物品は車両、そ

の他の物品、債務は地方債の未償還の元利償還にかかる債務で、２、財産の処分の規

定は各消防署の管理に属するものについては、財産に関する調書の右端の欄の所管す

る各所在町に帰属させ、３、処分年月日の規定は財産処分の日を、平成２８年３月３

１日とするものなどを定めるものであります。 

 以上でありますので、ご審議いただきますようよろしくお願い申し上げます。 
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●藤田議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６７号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６７号は、原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 請願の委員会付託 

●藤田議長 日程第１９ 請願の委員会付託を行います。 

 本日末に受理した請願はお手元に配付しました請願文書表のとおりです。 

 請願文書表を職員に朗読させます。 

 髙井事務局長。 

●髙井事務局長 請願文書表。 

 受理番号２、受理年月日、平成２７年１２月７日。 

 件名、ＴＰＰ「合意」内容の徹底した情報公開と検証を求める意見書の採択を求め

る請願書。 

 請願者の住所及び氏名、豊頃町中央若葉町１２番地、豊頃町農政協議会執行委員

長、前田精一。紹介議員の氏名、豊頃町議会菅谷誠議員、小笠原茂人議員。付託委員

会、産業厚生常任委員会。 

 以上です。 

●藤田議長 ただいま朗読しました請願については、請願文書表のとおり、所管の常

任委員会に付託し審査することにします。 

 

       ◎ 休会の議決 

●藤田議長 日程第２０ 休会の議決の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 議事の都合により、１２月１６日から同月１７日までの２日間、休会としたいと思

います。ご異議ありませんか。 
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（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、１２月１６日から同月１７日までの２日間を休会とすることに決定し

ました。 

 

       ◎ 散会宣告 

●藤田議長 以上で、本日の日程はすべて終了しました。 

 本日は、これで散会します。 

午後 １時４８分 散会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名します。 

 

 

   議  長 

 

 

   署名議員 
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